
稲わらの有効利用に関する
取り組みの紹介

岡山県農林水産部畜産課生産振興班



出典：農林水産省HP（家畜飼料の種類について）



出典：農林水産省HP（飼料をめぐる情勢（データ版）））令和６年６月

○令和６年産 県内稲わらの需要者とりまとめ表

令和５年12月現在

件数 畜種
利用希望
ロール個数

（個）

重量換算
（t）

必要面積
（ha）

150kg/ﾛｰﾙ 0.84t/10a

16肉用牛など 3,645 547 65.1

出典：岡山県HP（県産飼料の需要量の一覧）から、合計を記載

県内の畜産農家に調査

調査結果



県産稲わら収集の取組

有限会社カーライフフジサワ

令和５年４月時点

自社水稲生産ほ場
など

稲わら生産ほ場

県内和牛農家
（新見市など）

飼料会社を通じて

約5ha増加

県内和牛農家
（笠岡市、高梁市など）

自社で販売

98ha（現在）
↓ 
103ha（計画）
（稲わら収集面積）

※イメージ



令和５年度耕畜連携の仕組み

①需要量調査
WCS用稲等
生産の相談

マッチング
（利用供給協定等）

③マッチングに向けた取組に協力

関係機関（畜）

畜産農家
耕種農家

需要量調査結果

②需要調査結果の提供
マッチングに向けた取組に協

力 ④マッチング支援
・需要量調査結果の提供
・栽培の留意点周知

関係機関（耕）

情報共有、相談


